
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































民法 467 条 2 項による。
その他の第三者
（たとば，Cの一般
債権者）
第三債務者
100万円
支払い
債権質
ＣＢ
100万円
支払い
Ａ
100万円
支払い
通知
または
承諾
確定日付の
ある証書に
よる通知
または
承諾
債権質
Ｃ
Ｄ
Ｂ
100万円
支払い
Ａ
民法の流れ図
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第365条
⑴　債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権設定者をＢ，Ｂが有する指図
債権の債務者すなわち第三債務者をＣとする。水本浩・注釈民法⑴総
則・物権〔第 2版補訂〕327頁以下によれば，指図債権とは，特定の人
または，その指図する人に弁済すべき証券的債権である。
指図債権を目的とする質権の対抗要件
　指図債権を質権の目的としたときは，そ
の証書に，質権の設定の裏書をしなければ、
これをもって，第三者に対抗することがで
きない。 ⑴
指図
債権質設定契約
債権
証書
「私（B）のＣに
たいして有する
指図債権に，
質権を設定する」
「はい」
債務
ＣＢ
Ａ
債務
債権
給付
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流経法学　第１４巻 第 2号
債権（質権を
設定された） 債務債務
債権
Ｂが裏書した。
「指図債権は，私（D）に
帰属する。」
指図
債権質
証書
証書
ＣＢ
給付
Ａ
指図
裏書
債権質
Ｃ
Ｄ
Ｂ
給付
Ａ
民法の流れ図
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第366条
質権者による債権の取り立てなど
　債権の目的物が，金銭でないときは，質権
者は，弁済として受けた物について，質権を
有する。
　質権者は，質権の目的である債権を，直接
に取り立てることができる。
①
　債権の目的物が，金銭であるときは，質権
者は，自己の債権額に対応する部分にかぎり，
これを取り立てることができる。
②
　前項の債権の弁済期が，質権者の債権の弁
済期前に，到来したときは，質権者は，第三
債務者に，その弁済をすべき金額を供託させ
ることができる。この場合において，質権は，
その供託金について存在する。
③
④
⑴
⑵
⑶
⑷
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⑴　以下，⑵，⑶，⑷を含めて，債権者かつ質権者をＡ，債務者かつ質権
設定者をＢ，第三債務者をＣとする。
　ＡがＢにたいし，10万円支払いの債権をもっている。そのさい，Ｂが，
Ｃにたいして持っている10万円支払いの債権について，質権を設定し，Ａ
が債権質をもったばあい。
債権（質権を
設定された） 債務債務
債権
債務
債権
Ｂが，Ａに
たいし，
債務不履行。
債権質
ＣＢ
10万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
Ｃ
Ａ
10万円
支払い
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⑵　山川一陽ほか・口語民法・新補訂版172頁，丸山英気・口語物権法・
補訂版444頁を参照した。
債権（質権を
設定された） 債務債務
債権
債務
債権
Ｂが，Ａに
たいし，
債務不履行。
Ａは，Ｃにたいし，元本については，
1万円だけ請求できる。民法 346 条を参照。
債権質
ＣＢ
1万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
Ｃ
Ａ
1万円
支払い
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⑶　林良平・注釈民法⑻・物権⑶361頁，吉岡幹夫・小林明彦補訂・基本
法コンメンタール・物権〔第五版〕236頁を参照した。
〔弁済期は到来〕
債権（質権を
設定された）
〔弁済期は
未到来〕
債務債務
債権
Ａが，Ｃへ
供託を請求。
Ｃが，供託。
債権質
ＣＢ
1万円
支払い
10万円
支払い
Ａ
債権（質権を
設定された）
供託所
債務債務
債権
債権質
ＤＢ
1万円
支払い
供託金
10万円
支払い
Ａ
民法の流れ図
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⑷　水本浩・注釈民法⑴総則・物権〔第 2版補訂〕328頁，林良平・注釈
民法⑻物権⑶363頁を参照した。
権利（質権が
設定された） 義務
債務
所有権 占有権
債権
権利質
ＣＢ
500万円
支払い
買主の
地位
建物の
引渡し
Ａ
債務
債権
質権
占有権
Ｃが，建物を
Ａへ引き渡した。
ＣＢ
500万円
支払い
Ａ
所有権（Ｂの）
－質権（Ａの）
Ｂ
500万円
支払い
Ａ
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第367条および第368条
削除
